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　「災害対応に男女共同参画？」と、不思議に思われる方もいらっしゃるのではないでしょうか。実は、男女共同参画の視点に立った
災害対応の有無が、いざという時のわたしたちの生命やくらしの安全を大きく左右するのです。今号では地域防災力を高める男女共
同参画について、国立女性教育会館事業課専門職員の丹羽麻子様に寄稿いただきました。もはや災害は「忘れた頃にやってくる」もの
ではなくなりました。過去の災害の教訓から学び、確かな備えを充実させていきましょう。

◎男性中心から男女共同参画の防災へ

　これらの苦い経験から浮かび上がってきたのは、「男性は主、女
性は従」といった固定的性別役割意識に縛られた地域社会のあり
ようでした。地域防災の主軸となる行政や自主防災組織の幹部は
健常な中高年男性ばかり、という自治体は今なお多くあります。
悪気がなくとも、彼らの価値観や経験値だけではどうしてもカバー
できない部分が、具体的困難となって災害時に女性たちの身にふ
りかかったのです。震災の直接的被害に加え、思いもかけぬ形で
様々な困難に直面した阪神地域の女性たちが「なぜ災害時に女性
の人権は踏みにじられなければならないのか」と勇気をもって声を
上げたことで、この問題がやっと明るみに出ました。東日本大震
災後には、復興施策に男女共同参画の視点を取り入れるよう求め
た女性たちの熱心なロビイングもありました。今では男女共同参
画の視点に立った災害対応を行うことが、国の施策にもはっきり
と掲げられるようになっていますが、それはこうした被災現場か
らの発信と地道な努力の結晶でもあります。

ウィメンズネットこうべ編『女たちが語る阪神・淡路大震
災』（2005年）。災害時の女性の困難を発信したエポックな
一冊。吉武輝子氏による帯文には「阪神淡路大震災は日本
人の総中流神話をコッパミジンに打ち砕いた。マスコミは
復興ぶりを喧伝しているが、『男の復興』以外のなにもので
もないことを、この本は鮮烈に抉

えぐ

り出している」とある。

特　集 　災害対応に男女共同参画の視点を　～誰も取り残さないまちへ～ 

災害はひとを平等には襲わない

◎被災の影響は女性により大きかった

　災害時にはその社会が抱える課題が凝縮した形で現れます。
被災のダメージは、社会的に脆弱な立場にある人々に、より重
くのしかかるのです。それは高齢者、障害者等だけでなく、人
口の半分を占める女性に対しても同様であることが、近年の度
重なる大災害で明らかになってきました。
　たとえば、阪神淡路大震災では、経済力のない古い木造集合
住宅に住む高齢女性が住まいの下敷きになるなどして、女性の
死者数は男性より1,000人以上も上回りました。また、各地の
避難所では、女性というだけで炊事当番を割り当てられ、防災

備蓄にはその日から欠かすことのできない生理用品や育児・介
護に必要な品々はない状態でした。冷たい床に雑魚寝、仕切り
のない空間では、着替えや下着の物干し場にも困り、夜中に見
知らぬ男性が毛布に潜り込んできた、という性暴力被害も報告
されています。自らのことは後回しに、被災で増大した家族の
世話に追われ、復興に立ち遅れざるを得なくなった女性も多く
いました。そして、こうした窮状を訴えようにも「皆一丸となっ
て頑張ろう！」という雰囲気が支配する中では、「とても言い出
せるものではなかった」と被災地の女性たちは口を揃えます。

男女共同参画の視点に立った災害対応とは

◎人権の尊重と性別によるニーズへの配慮

　男女共同参画の視点に立った災害対応とはどのようなもので
しょうか。端的に言えば、性別によって災害から受ける影響や
ニーズの違いに配慮し、それぞれの人権を尊重して安全・安心
を確保することです。そのためには、従来の防災・復興に係る
体制を見直し、女性や多様な立場の人々も主体的な担い手とし
て加え、意思決定から実働現場までのあらゆるプロセスで共に
話し合い、力を合わせていくことが不可欠です。多様なニーズ
に対応すること、取組の体制を多様な人々で構成すること、の
両方が必要なのです。 【国立女性教育会館「男女共同参画の視点に立った災害対応研修」

でのワーク。避難所にプライバシーを確保するスペースを作る。】
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男女共同参画を実現するための推進機関　NWEC（ヌエック）
独立行政法人国立女性教育会館ホームページ
「男女共同参画の視点による災害対応研修」実施報告� Webサイトはこちら　➡

関連サイトのご案内

◎男女共同参画で地域防災力がアップする

　実際、地域防災会議委員や防災・危機管理部署に女性が一定
数いる自治体では、常時備蓄の品揃えに、女性用品、乳幼児用品、
高齢者用品などの生活必需品が充実していることがわかっていま
す。また、女性委員の積極的な登用によって会議の場の風通しが
よくなり、男性だけでは見落としがちであったニーズを拾いなが
ら実務的な議論ができるようになった、という自治体もあります。
さまざまな生活背景を持つ人々が知恵を合わせることによって、
災害対応の内容が実質的にレベルアップするのです。
　しかし、その変革が全国津々浦々で進んでいるとは、まだとて
も言えないのが現状です。地域防災会議委員に占める女性の割合
は、都道府県の平均で16％、市区町村では１割に届きません。自
治体の防災・危機管理部署の女性職員割合は、都道府県で平均１
割、うち４県が「ゼロ」。市区町村では1,078の自治体で「ゼロ」です。
長年男性中心で回ってきた地域防災の現場に、女性の参画をどう
実現させていくのか。机上の計画や聞こえの良いかけ声だけでな
く、各地域での具体的な工夫が求められているところです。

取組の体制をつくりだす

◎「男女共同参画の視点による災害対応研修」

　国立女性教育会館では2020年度から「男女共同参画の視点に
よる災害対応研修」を開催しています。通常は、各分野で男女
共同参画に関わる方々を対象にした研修を行なっているのです
が、この研修では男女共同参画部門と防災・危機管理部門との
協働が最大のポイントだと考え、その両方を対象に設定しまし
た。理論学習や各地の取組報告のほか、今年度は会館の体育館
で、男女共同参画の視点に立った避難所運営訓練を実際に体験
するプログラムも導入。開催前には、企画しつつも「“男女共同
参画”なんて、防災・危機管理部門の方々には敬遠されるので
は…」と密かに気を揉んでいたのですが、実施してみたら大好
評。「これが男女共同参画の視点というものかとわかった。ぜひ
防災施策に反映させていきたい」「女性や立場の弱い人が発言し
にくい環境がなくなるよう、避難所運営に携わる人選を考えた
い」などの具体案を挙げる感想が多数寄せられたのは、本当に
うれしいことでした。まさに、性別で役割を限定せずに多様な

立場の人が意見を出し合うことで、よりよい対策が生み出され、
風通しのよいコミュニティが現出することを、参加者も職員も
共に実感する機会となりました。

◎誰も取り残さないまちへ

　性別は、すべての人が持つ属性です。女性にある役割を固定
すれば、男性やLGBTQの人々もまた、立場が限定されてしま
います。男女共同参画とは、単なる男女平等ということにとど
まらず、「誰もが性別によらずいきいきと暮らしていける社会を
つくろう」というアクティブなビジョン。男女共同参画の視点
に立った災害対応は、異なる経験や意見を尊重しつつ学びあい、
文字通り「誰も取り残さない社会」をつくる試みでもあります。
できるところから、まず一歩を。皆さんの地域での歩みの成果
を、愛知県生涯学習推進センター、また国立女性教育会館にも、
ぜひお聞かせください。

【市区町村防災会議の女性委員割合と常備備蓄の割合の比率】
（政令市を除く）

（内閣府男女共同参画局2021年調査報告から作成）

　地域での実践マニュアルとしてオススメの２冊。いずれも内閣府
男女共同参画局HP「災害対応」ページからダウンロードできます。

➡「災害対応力を強化する女性の視点〜男女共同参画の視点からの
防災・復興ガイドライン」（2013年、2020年改訂）。防災〜復興の
各段階での取組ポイントがわかりやすい。避難所運営や備蓄に関す
るチェックシートも。

➡「女性が力を発揮するこれからの地域防災　ノウハウ・活動事例
集」（2022年）。先進的事例の調査・分析を踏まえて、女性が地域
で活動していく上での課題と対策が具体的に紹介されている。
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◆地域の防災力向上のために◆
　共和東自治区は、36の組が集まり組織され、区長、区長代理のほか、各組の組長36名、
役員等の約50名で自主防災会が組織されています。自助・共助が災害発生時に大変重要であ
るという認識のもと、歴代関係者により地域防災力が向上するよう具体的方策について話し
合い、改善を重ねてきました。年間活動の「避難訓練」や「災害対策支部点検」のほか、いつ起
こるかわからない「南海トラフ地震に備える」や「ママ防災」という独自の冊子を作成し、地域
住民の防災意識の向上に力を入れています。

◆我が子を守る！！「ママ防災」◆
　令和元年度に作成した、災害時の備えや自助・共助の重要性を周知するための冊子「南海
トラフ地震に備える」をもっと身近に感じられ、特に、子育て世代の忙しいママ達がより読
みやすく、ママ目線で災害から我が子を守るための小冊子「ママ防災」を令和2年10月に3千
部作成し、地区内の保育園や小学校、図書館などに配布しました。
　作成にあたっては、地域のママ5人で具体的で実用的、かつ地域密着型の防災ガイドブッ
クを目指し、1年がかりで完成にこぎつけたそうです。「Key�Wordは『つながり』」から始まり、
災害以前から地域とつながりを持つ方法、周囲の人たちと助け合う「共助」の大切さ、子ども
の習い事などで子どもと離れている場面を想定した具体的避難・連絡方法や、非常時に日常
を維持するために必要な備蓄品のススメのほか、見た目ではわからない食物アレルギー等の
病気や配慮が必要な子どものための対応に至るまで、ママ目線で災害から我が子を守るため
の方法を詳細に紹介しています。
　今回お話を伺った山本さんは、「ママ防災」作成のメンバーで、東日本大震災で被災された方の具体的な経験談などを聞いて、「避
難所生活は想像以上に過酷なところであり、可能であれば避難所より在宅避難の方が絶対にいいから」と、あまり身近に感じられ
ない避難所の概要や注意点、在宅避難に必要な備えなど、盛りだくさんな情報を思いとこだわりをもって作成し、このA5版14ペー
ジの小冊子「ママ防災」が誕生しました。

◆地道にコツコツと◆
　今年で設立から37年を迎える共和東自主防災会。地域防災力の向上を基本に、交通安全活
動、防犯活動とともに、地域住民のための「安全安心なまちづくり」を目指し、現在も意欲的
に活動しています。コロナ禍でここ最近は少人数での開催となっていますが、ダンボールを
使用したベッドや間仕切りの作成体験を含めた避難訓練のほか、今年度は新たに地元防災士
の方を含めた「共和東自治区防災連絡会」を立ち上げ、訓練ビデオの視聴、避難所マニュアル
の確認等を実施しました。「これからも地域の方々の命を守るために何が必要か検討し、地道
にコツコツと活動し続けていきたい」と皆さん語ってくださいました。

◆「ママ防災」配布しています◆
　「皆さまの防災の一助になれば」と思いを込めて「ママ防災」を共和東区事務
所、東山公民館で配布しています。また、当センターが運営している「学びネッ
トあいち」Web教材でもご覧いただけますので、是非ご活用ください。�（M.H）

　大府市の北部に位置し、名古屋市緑区と接する共和東地区は、マンションも多く今後も区画整理事業により、益々人口増加
が見込まれる活気ある地域です。「地域社会の中で自分たちの生活をより良くしていこうとする全ての住民が共に話し合い、ま
ちづくりをしていくには自治組織が必要である」との信念のもと、共和東自主防災会は昭和61年に共和自治区から共和東自治
区と共和西自治区が分離したのを機に設立され、活動を開始しました。優れた工夫・アイデアを取り入れた防災活動が高く評
価され、令和4年度愛知県防災貢献団体表彰を受賞されました。活動拠点である大府市共和東区事務所に訪問し、自主防災会
会長の森さん、副会長の永井さん、委員の山本さんにお話を伺いました。

共和東自主防災会

【問合せ先】　　
共和東自主防災会
TEL：0562-46-7441
E-mail：kyouwahigashi
� ＠ma.medias.ne.jp

～災害等に強い安全で安心なまちづくりを～

【避難訓練の様子】

【「ママ防災」と「南海トラフに備える」】

【左から永井さん、山本さん、森さん】

【ママ防災】
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◆「にぎわい」を取り戻すために◆
　活動は、田原市による中心市街地の再開発が決定されたことを受け、今後のまちづ
くりを真剣に考える地域の人々が集まったことがはじまりでした。道路が拡幅されて、
新しい商業施設がオープンしたことにより利便性は高まりましたが、かつて商店が立
ち並び活気にあふれていた“まちなか”のにぎわいは薄れていきました。
　中心市街地を活性化して、人々が集い、楽しむことができるまちづくりをしていき
たい…地元を愛する人々の気運の高まりは自然の流れでした。

◆季節を感じる幅広い活動◆
　設立当初は、中心市街地の中央広場を主な拠点として活動していましたが、活動範
囲や連携先を徐々に広げ、現在では中心市街地全体を巻き込んだ大きな活動に発展し
ています。田原市立田原中学校の生徒有志によるボランティアクラブ「たはランティア」
との連携もその一つです。夏に開催した「まちなか竹あかり事業」では、地元の竹林か
ら切り出した孟宗竹（もうそうちく）に、たはランティアメンバーらが、自ら考えたデザ
イン図案を基に穴をあけて、竹あかりを作りました。竹あかりは各所に飾られ、コロナ
禍で賑わいが停滞している田原のまちなかに、元気で柔らかな“あかり”を灯しました。
「最初は作製のお手伝いだけをしてもらっていましたが、今ではイベントの企画も考え
てくれます。生徒たちの斬新なアイデアは、新鮮でよい刺激になります」お二人はそろっ
て話されました。
　また、11月に開催された「まちなかイルミネーション点灯式」は、地元中学校吹奏楽
部の演奏で幕を開け、地元バンドのライブなどのあと、集まった人たち全員のカウント
ダウンで、装飾されたイルミネーションを一斉に点灯させました。１月中旬まで中心市
街地の夜を明るくあたたかな光で包み込んだイルミネーションの設置は、平成17年か
ら始まり、今ではすっかり冬の風物詩として、まちの人たちには欠かせないイベントに
なっています。
　さらに１月は、「JR東海さわやかウォーキング」で、普段は三河田原駅構内にあるスト
リートピアノを駅前広場に持ち出して、田原市の花である菜の花で囲み、澄み切った空
気の中に憩いの音を紡ぎました。

◆次世代につなげるまちづくり◆
　「自分たちの予想より多くの人たちがイベントに集まってくれたときに、やりがい
を感じる」、「次世代の若者たちに活動をつなげていきたい」と話す柴田さん。今はコ
ロナ禍で活動が制限されていますが、まちの“賑わいづくり”のためにやりたいこと、
伝えたいことは、まだまだたくさんあるそうです。
　これからも地域住民や学校、企業などと活発に連携し、老若男女だれもが集まり
たいと思う、そして楽しみ・親しみを感じることができるまちづくりは続きます。
地元愛にあふれたみなさんの手によって、かつての賑わいが戻ってくる日も、遠い
将来ではないことでしょう。� （N.S）

　海と山の豊かな自然環境に恵まれ、農業、工業、観光業など多岐にわたる産業が盛んな魅力あるまち田原市。その中心市街地
の賑わい創出のために、地域の団体と連携を図りながら、市民参画による活動を行っている「まちなか賑わいづくり実行委員会」は、
創意工夫を生かした自主的な地域づくり活動を評価され、2021年度愛知県地域づくり活動表彰を受賞されました。　
　活動のきっかけ、取組の内容や”賑わいづくり”に対する思いについて、委員長の柴田光晴さん、活動を支援する「あつまるタウ
ン田原」の石田トオルさんにお話を伺いました。

まちなか賑わいづくり実行委員会 ～みんなで創る
未来のまちを目指して～

【問合せ先】　�株式会社あつまるタウン田原（まちなか賑わいづくり実行委員会） 
TEL：0531-24-2345　�FAX：0531-24-2346　

【イルミネーション点灯！】

【菜の花ピアノ演奏】

【たはランティアによる竹あかり作製】

【委員長の柴田光晴さん】

　県内各地で様々な団体のみなさんが、その活動を通じて地域づくりに貢献しています。また、
活動によって生まれる出会いや交流は、ご自身の生きがいにもつながっています。このコーナー
では、地域づくり活動を行っている団体のみなさんの特色ある取組をご紹介します。



地域に遺る学校建築などの歴史的建造物を紹介します。
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愛知県高等学校郷土史研究会
※問合せは愛知県生涯学習推進センターへ
　TEL：052-961-5333

旧多米小学校本校舎･西校舎
　旧多米小学校は、豊橋市東部の多米町、豊橋鉄道市内線赤岩口駅から東へ２kmの小高い場所に位
置します。明治34年（1901）に多米村立多米尋常小学校としてこの地に移転し、昭和51年（1976）に
朝倉川南岸へ移転するまで存続し、昭和53年（1978）からは豊橋市民俗資料収蔵室として現在に至っ
ています。旧多米小学校本校舎は昭和19年（1944）10月に竣工、同西校舎は児童数急増に対応する
ため昭和29年（1954）に建築されました。本校舎は、桁行62ｍ、梁間10ｍの木造平屋建て切妻造桟
瓦葺の東西棟の建物で、外壁は鎧下見板張りとなっています。小屋組はキングポストトラス組みで、
学校建築に取り付けが標準化された「方杖」を採用しています。当時の内部は、玄関、廊下、教室、職
員室、応接室・校長室、土間などの構成となっています。西校舎は、桁行�34ｍ、梁間９ｍの木造平
屋建て切妻造桟瓦葺の南北棟の建物で、外壁や小屋組は本校舎同様ですが、金物には三角座金を使
用しており本校舎から10年後の建築に技術の進歩がう
かがえます。当時の内部は、土間、教室、廊下などの
構成となっています。縦長の固定窓の間に出窓が付く
洋風的意匠は当時としてはモダンな学校建築です。本
校舎の南東には給食室も遺っています。木造平屋建て
切妻造桟瓦葺の建物で、モザイクタイルのガスかまど、
流し台や配膳棚などの設備から当時の様子が目に浮か
びます。国登録有形文化財の本校舎・西校舎は、給食
室とともに昭和後期の教育施設を校地一体として後世
に継承しており、郷土愛の醸成に欠くことのできない
貴重な文化財建造物です。

愛知大学旧本館（愛知大学記念館）
　愛知大学旧本館は、豊橋市中部の町畑町、豊橋鉄道
渥美線愛知大学前駅の南150mに位置します。この建
物は、陸軍第15師団司令部庁舎として明治41年（1908）
８月に竣工しました。大正末期の軍縮にともない師団
が廃止され、この地を陸軍教導学校、次いで陸軍予備
士官学校が利用し、戦後は昭和21年（1946）に開学した愛知大学が
利用することとなりました。この建物は大学本部事務棟となり、現
在は大学記念館として活用されています。木造2階建、南側を正面
とし、基礎は外周のみが煉瓦造の布基礎となっています。両翼屋を
背後に突き出したコの字形の平面とし、東西方向に主翼を設け、そ
の両端で両翼が後方に突き出る構成となっています。現在の愛知大
学本館が建てられるまでは、主翼中央部と両翼の後方に木造平屋建
ての別棟が１棟ずつあり渡り廊下でつながっていました。玄関は、
南側正面中央に突き出し、入口上部と玄関上部にはいずれもペディ
メントが付いています。玄関ホールには階段室を付け、ホールから
両翼に廊下が延び、廊下の両側に部屋が配置される「中廊下式」の平
面です。内部は、２階南側中央の小部屋と両端の大部屋のみ天井が

格天井で、天井板に透かし彫りが施されています。外壁は白ペンキ塗りのドイツ下見板張り、小屋組
は木造トラスで、スパンの大きい主翼部分はクイーンポスト、スパンの小さい両翼部分はキングポス
トとして、桟瓦葺の屋根となっています。愛知大学の敷地内には今も旧陸軍第15師団関係建物が遺り、
「軍都」豊橋や街の近代化の面影がうかがえます。
� 〈参考文献〉愛知県の近代化遺産（平成17年､愛知県教育委員会）、記者発表資料（平成27年11月20日､愛知県教育委員会）

西校舎･本校舎（南東から）

本校舎･給食室（南西から）

本校舎教室

外観正面（南から）

階段室

外観背面（北東から）
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愛知まいぶん

　奈良時代は平城京へ遷都した西暦710年に始まり、794年の平安京への遷都とともに平安時代へと移り変わります。平安時代は
400年ほど続きますが、12世紀末の鎌倉幕府の成立によって終わりを迎えることになります。

１．木簡からみる愛知の産物
　平城京や平安京からは、木の板に文字を書いた奈良・平安時代の「木簡（もっかん）」がたくさん出土しています。その中でも荷札
木簡と呼ばれるものは、各地から京に税として納められた様々な品物に付けられていたもので、品目や量、産地が書かれました。
その中には、当時の尾張国・三河国から来たものも知られています。
　品目として多いのが米で、愛智郡、丹羽郡、碧海郡、加茂郡などの地名が見られます。中嶋郡（現在の稲沢市、一宮市のあたり）
からは酒米としての米も納められていました。また、尾張国からの品物として荏油（エゴマ油）と書かれたものもあります。
　農作物のほかに、海産物を納めていたことも知られています。佐久島、篠島、日間賀島を産地とするものとして、須須伎（スズキ）、
佐米（サメ）、鯛、赤魚などの名が現れており、その多くは干物に加工して運ばれました。
　古墳時代に始まった塩作りは奈良時代も続いていて、渥美郡や知多郡から塩が納められています。さらに、塩と魚、米を使った
加工品として、海部郡からは「魚鮨」が納められていました。これは現在のなれずしに近いものと考えられています。

２．お碗・お皿の出現と発展
　古墳時代、猿投窯（現在の名古屋市東部～刈谷市北部）では、それまでの土器と違い固く焼き締まった須恵器（すえき）の生産が始
まり、個人用の食器がふつうに使われるようになりました。この頃の食器には、ふたとうつわがセットになった蓋坏（ふたつき）や
高い脚の付いた高坏（たかつき）があります。
　古墳時代が終わり、飛鳥時代の半ばごろになると、全体が丸みを帯びたお碗型の食器や、底に高台（こうだい）を付けたうつわが
現れます。さらに、奈良時代に入る頃には平らなお皿が登場しました。奈良時代のお椀とお皿には高台の付くものと付かないもの
の両方がありましたが、平安時代に入って技術が進み、釉薬を用いた白っぽい灰釉陶器（かいゆうとうき）が焼かれるようになると、
現代のお茶碗のような高台付きのお椀とお皿に統一されていきました。

３．古代の甕と中世の鍋のきざし
　450年以上ある奈良・平安時代の間に、煮炊きに使われた「甕（かめ）」の形も変化していき
ます。平安時代の前半までの「甕」は、伊勢型、濃尾型、三河型など、地域による違いはあ
りましたが、首がすぼまって口の部分が大きく開くのが共通しています。それに対して、平
安時代の中頃から県内に現れる「清郷型鍋（せいごうがたなべ）」は、球のような胴部と鍔（つ
ば）のように短く開いた口が特徴で、地域差が少なく、中世の「鍋」の形状に近づいたもので
した。このように、食器や鍋の形が現代のものにだいぶ近づいてきたのが、奈良・平安と
いう時代でした。

HP　http：//www.maibun.com　　Twitter　https：//twitter.com/aichi_maibun
Facebook　 https：//www.facebook.com/maibunaichi

〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方802-24
TEL：0567-67-4163　 FAX：0567-67-3054

一宮市　大毛池田遺跡
須恵器 無台碗 奈良時代

瀬戸市　上品野蟹川遺跡
灰釉陶器 碗 平安時代

豊明市　薬師ヶ根遺跡
灰釉陶器 皿 平安時代

名古屋市
志賀公園遺跡

伊勢型甕
奈良時代

発掘！いにしえの愛知の食文化
～発掘調査結果で分かった食文化の変遷～　

奈良・平安時代の食文化

　愛知県埋蔵文化財センターの協力に
よる連載です。遺跡の発掘調査結果か
ら分かる食文化の変遷について紹介し
ます。

第4話
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とこなめ陶の森
資料館	 〒479-5290			常滑市瀬木町4丁目203番地		 	 	 	 	 休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）				
	 	 	 	 TEL：0569-34-5290	 	 FAX：0569-34-6979	 	 	 開館時間：9：00~17：00
陶　芸	 〒479-0822　常滑市奥条7丁目22番地	 	 	 	 	 	 	 入館料：無料
研究所	 TEL：0569-35-3970
メール：tounomori@city.tokoname.lg.jp　		 　HP：http://www.tokoname-tounomori.jp

◇資料館　～つながる千年、ひろがる千年、暮らしの中で生きる常滑焼～
　“開館40周年を迎えた2021年、資料館がリニューアルオープン！”
　常滑は、日本六古窯の一つで平安時代末期（12世紀初め）から現在までやきもの産業が続
く、やきもののまちです。古くから甕（かめ）に代表される「大物（おおもの）」（高さ45㎝以
上のやきもの）を得意とし、現在では、トイレなどの衛生陶器やタイル、急須などの生活
用品の生産も盛んです。
　なぜ常滑の地でやきものが栄え、どのようにして人々の暮らしを支えてきたのか、資料
館はその歴史を紐解きます。
　受付を抜けると、パキパキと薪の燃える音とゆらゆらと燃え盛る炎をイメージした光の
演出に迎えられます。陶器が焼かれる窯の中をイメージしたエントランスホールに胸が高
まります。

　展示エリアは2つに分かれています。「つながりエリア」には、甕や土管など
様々な常滑焼が時代順に並べられ、絵画資料などに残る常滑のやきものづく
りの様子や甕が江戸に運ばれ売られている様子など、千年に渡る常滑焼の歴
史が紹介されています。数々の大きな甕、江戸時代後期に始まる急須、明治
時代以降の近代日本の発展を支えた土管やタイル、戦後の生産が盛んになっ
た衛生陶器（トイレ）など常滑焼の歴史と発展、現在に至るまでその技術が受
け継がれていることが分かります。常滑でつくられた製品は各地に広まり、
わたしたちの生活を豊かにしてきました。
　「ひろがりエリア」では、常滑焼の代表的な製品である「甕」「土管」「急須」の
生産工程を記録した映像や陶工たちが使った道具、常滑焼を支える人々の「記
憶」を見ることができます。展示からは、土を採取し、焼き物用の土（陶土）
を作るところから、焼きあがった製品を運ぶまでを知ることができます。ま
た、体験用の道具や模型が用意されていて、道具を使って文様を付ける作業や模型を使った焼酎瓶の窯詰め作業など、陶工たちの
作業を追体験し、楽しめる工夫もされています。他にも、中部国際空港を始め全国の空港や高速道路のトンネル、海外の空港でも
使用される常滑焼「多孔陶管（セラダクト）」が紹介されています。空港の滑走路の下でもびくともしない強度の強い管で、電気ケー
ブルを守っています。その上、陶器なので燃えることも錆びることもありません。土管が下水道管としてわたしたちの生活を地中
から支えてくれたように、これからも常滑焼はわたしたちの社会を支え続けてくれることでしょう。

◇陶芸研究所　～日本のモダニズム建築のパイオニア堀口捨己の設計を体感～
　陶芸研究所では、平安末期から室町時代の常滑焼や現在の陶芸作品を展示していますが、建物そのものを目当てに建築ファンが
訪れる場所でもあります。設計者、堀口捨己のこだわりが随所に見られ、大きく張り出した庇や左右非相称なデザインが力強さを
表現しています。金・銀・紫等の色使い、茶室、屋上の三角屋根が見ど
ころで、屋上からは常滑焼が各地へと出荷された海を望めます。

◇研修工房　～やきものを生業とする人材を育てる～
　2年制度で作陶に関する知識と技術を得られます。若い研修生が熱心
に作陶する姿を見学することもできます。

とこなめ陶の森
－常滑焼の振興と伝承、焼き物文化の創造と発信－

とこなめ陶の森

とこなめ陶の森は、「資料館」「陶芸研究所」「研修工房」の３施設の総称で、
常滑焼の振興と伝承、焼き物文化の創造と発信を役割としています

❖	とこなめ陶の森	資料館	企画展	❖

江戸時代の常滑焼
3月18日㈯～６月25日㈰

場所：とこなめ陶の森資料館特別展示室

【半球状のエントランスホール】
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申込有・無

講座、講習会名

①開催日時

②開催場所

③問合せ先

　℡052-△△△-〇〇〇〇

「学びネットあいち」情報提供機関の講座・イベントを紹介します！
２月・３月・４月（３月までの申込期間のもの）を掲載しています。

ご注意ください

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」
　ページにリンクしています。
※�申込方法、休館日など詳細・最新情報については、お問合せ先の
TELまたは二次元コードよりご確認ください。
※�新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・
イベントが中止または延期となる場合があります。必ず問合せ先
にご確認のうえ、お出かけください。④

④ 二次元コード（学びネットあいちの該当ページへリンクしています）

登録・利用　無料情報提供機関
登録募集中！

登録された情報は８項目に分かれています 興味に合わせて
検索してみてください♪

　登録すると、講座・イベント情報を、「学びネットあいち」から随時発信したり、情報誌「まなびぃ
あいち」（フリーペーパー版及びWeb版）に掲載することができるなど、さまざまなメリットが
あります。その他にも下記の情報を登録することが可能です。ぜひご登録ください！

登録方法はこちらから

学びネットあいち

講座・イベント情報
講座、講習会（資格取得を含む）、シ
ンポジウム、展覧会、イベント等を
お探しの場合はこちら。

施　設 社会教育施設、文化施設、スポーツ
施設等をお探しの場合はこちら。

学　校
小・中学校、高等学校、大学、専修・
各種学校等をお探しの場合はこち
ら。

講　師 講演会・講座等の講師をお探しの場
合はこちら。

ボランティア 生涯学習活動を支援するボランティ
ア（個人）をお探しの場合はこちら。

グループ・団体
社会教育団体、学習グループ、ボラ
ンティア団体等をお探しの場合はこ
ちら。

教　材
登録されたビデオ、ＣＤ－ＲＯＭ、
ＤＶＤ－ＲＯＭ、書籍等を検索する
場合はこちら。

Web教材
講座、講習会の内容や伝統芸能など
をテキストや動画にし、Web教材と
して公開しています。

ワンポイント！
検索欄に入力せずに検索ボタンを押すと
公開されているすべての情報が表示され
ます。

タブごとでも
検索できます

講座・イベント情報
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春の特別展

「おはなしおばさんのかわいい仲間たち」

①開催中～ 4/2（日） 

9：00 ～ 19：00 
※月曜休館日

②蒲郡市立図書館

③蒲郡市立図書館 

℡0533-69-3706

申込不要

岐阜大・名古屋大　博物館コラボ展

①開催中～ 5/6（土） 

　※日・月曜休館日

②名古屋大学博物館 

③名古屋大学博物館 

℡052-789-5767

申込不要

大型映像「恐竜超世界」 

「海竜王モササウルス」

①開催中～ 6/18（日） 

 
※月曜休館日

②豊橋市自然史博物館

③豊橋市自然史博物館 

℡0532-41-4747

申込不要

健康体操 

太極氣功18式＠清須市光宣寺

①開催中～ 6/26（月）（毎週月曜） 

6：30 ～ 7：30 

②光宣寺（清須市下河原1089） 

③あいち青少年育成協会 

℡0567-27-4433

要申込

　
春の所蔵品展

①開催中～ 4/16（日） 

平日　10：00 ～ 17：30 

土日祝　10：00 ～ 17：00 
（最終入館30分前）　※月曜休館日

②ヤマザキマザック美術館 

③ヤマザキマザック美術館 

℡052-937-3737

申込不要

特別展「全国の郷土人形―祈り・願い・ 

美しさのかたち」

①開催中～ 5/7（日） 

9：00 ～ 17：00

　※月曜休館日

②豊田市民芸館・陶芸資料館 

③豊田市民芸館・陶芸資料館 

℡0565-45-4039

申込不要

企画展「横山美術館所蔵品 

オールドノリタケ×ノリタケの世界」

①開催中～ 6/25（日） 

 
※月曜休館日

②横山美術館

③横山美術館 

℡052-931-0006

申込不要

名古屋女子大・短大 

学生作品選抜展2023

①開催中～ 8/13（日） 

 

②越原記念館（名古屋女子大学） 

③越原記念館（名古屋女子大学） 

℡052-852-1111

申込不要

開催中

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、

問合せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・イベントが中止ま

たは延期となる場合があります。必ず問合せ先にご確認のうえ、お出かけください。

講座・イベント情報
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2023年 胎教手帳（R）クラス（胎教講習）

①開催中～ 8/31（木）（第5週：火曜） 

 
※詳細はリンク先にて

②オンライン視聴 

③一般社団法人日本胎教協会 

℡070-1782-0223

要申込

ペーパークラフト教室

①開催中（第4週：土曜） 

13：00 ～ 16：00 

②名古屋海洋博物館・南極観測船ふじ 

③公益財団法人名古屋みなと振興財団 

名古屋海洋博物館・南極観測船ふじ 

℡052-652-1111

申込不要

心理カウンセラー養成講座

①開催中（毎週月曜） 

 
※詳細はリンク先にて

②NPO日本次世代育成支援協会 

一宮教室

③NPO法人日本次世代育成支援協会 

℡0586-73-3911

要申込

コーナー展示

「SL展示50周年記念鉄道のあゆみ展」

①4/1（土）～ 7/16（日） 

10：00 ～ 17：00 
※月曜、第3火曜休館日

②蒲郡市博物館 

③蒲郡市博物館 

℡0533-68-1881

申込不要

工作教室「3Ｄ立体カードを作ろう！」

①開催中（第2週：土曜） 

13：00 ～ 16：00 

②名古屋海洋博物館・南極観測船ふじ 

③公益財団法人名古屋みなと振興財団 

名古屋海洋博物館・南極観測船ふじ 

℡052-652-1111

申込不要

Webでのリモート心理カウンセラー講座

①開催中（第2週：土曜） 

9：30 ～ 12：00 

②NPO日本次世代育成支援協会 

一宮教室

③NPO法人日本次世代育成支援協会 

℡0586-73-3911

要申込

地下鉄丸の内ショーウィンドー展示 

つくし学園修学旅行記 命の旅 ～会津・日光・草津～

①4/1（土）～ 4/30（日） 
 

※詳細はリンク先にて

②名古屋市市営地下鉄丸の内駅構内 

鶴舞線桜通線連絡通路

③一般社団法人つくし学園 

℡0567-27-4433

申込不要

UR都市機構中部支社主催

親子で夫婦で、仲間と一緒に認知症予防 アーバニア志賀公園

①4/7（金）～ 9/15（金）（第1、3週：金曜） 

10：00 ～ 11：00 

②アーバニア志賀公園 

③UR都市機構中部支社 

ウェルフェア推進課（市川） 

℡052-968-3208

要申込

4月

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、

問合せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・イベントが中止ま

たは延期となる場合があります。必ず問合せ先にご確認のうえ、お出かけください。

講座・イベント情報



11

〈特別展〉 

徳岡神泉 －暁闇に輝く星を求めて－

①4/7（金）～ 5/14（日） 

10：00 ～ 17：00（最終入館16：30） 

※月曜休館日

②名都美術館 

③名都美術館 

℡0561-62-8884

申込不要

メナード美術館開館35周年記念展

所蔵企画 35アーティスト vol.Ⅲ

①4/8（土）～ 7/2（日） 

10：00 ～ 17：00（最終入館16：30） 

※月曜休館日

②メナード美術館 

③メナード美術館 

℡0568-75-5787

申込不要

アタッチメント・ベビーマッサージ 

 インストラクター養成講座（オンライン）

①4/15（土）、16（日） 

 

②オンライン視聴 

③一般社団法人日本アタッチメント 

育児協会 

℡052-265-6526

要申込

第1回探鳥会

①4/16（日） 

10：00 ～ 12：00 

②愛知県弥富野鳥園 

③愛知県弥富野鳥園 

℡0567-68-2338

申込不要

特別展 Collector's exhibition3 

「究極と至高　名画で綴る日本の100年」

①4/8（土）～ 6/18（日） 

10：00 ～ 17：00（最終入館16：30） 

※月曜休館日

②古川美術館 

③古川美術館 

℡052-763-1991

申込不要

石井一孝ミュージカル入門～ 

『CHESS』－ABBAの世界－（後編）

①4/9（日） 

18：00 ～ 19：30 

②朝日カルチャーセンター名古屋教室、 

オンライン視聴

③朝日カルチャーセンター 

℡052-249-5553

要申込

館蔵品展「浮世絵師の見た甍」

①4/15（土）～ 6/11（日） 

10：00 ～ 17：00（最終入館16：30） 
※月曜、火曜休館日

②高浜市やきものの里かわら美術館 

③高浜市やきものの里かわら美術館 

℡0566-52-3366

申込不要

花緑 

春落語～噺も人生もドラマチック！

①4/18（火） 

18：30 ～ 20：00 

②今池ガスビル 

③朝日カルチャーセンター 

℡052-249-5553

要申込

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、

問合せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・イベントが中止ま

たは延期となる場合があります。必ず問合せ先にご確認のうえ、お出かけください。

講座・イベント情報
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八幡はるみ　GARDEN

①4/21（金）～ 8/27（日） 

平日10：00 ～ 17：30 

土日祝10：00 ～ 17：00 
（最終入館30分前） 
※月曜休館日

②ヤマザキマザック美術館 

③ヤマザキマザック美術館 

℡052-937-3737

申込不要

調べ学習講座　「おすしやさんにいらっ

しゃい！食材がもつ命のメッセージ」

①4/30（日） 

14：00 ～ 15：30 

②おおぶ文化交流の杜allobu 

③おおぶ文化交流の杜図書館 

℡0562-48-1808

要申込

第2回ミニ探鳥会

①5/7（日） 

10：30 ～ 11：30  

②愛知県弥富野鳥園 

③愛知県弥富野鳥園 

℡0567-68-2338

申込不要

学び、実践しようSDGs！ 

自然体感キャンプ in 青年の家

①5/13（土）、14（日）1泊2日 

 

②愛知県青年の家 

③（公財）愛知県教育・スポーツ振興 

財団 

℡052-241-9101

要申込

アタッチメント・ベビーマッサージ 

インストラクター養成講座

①4/29（土）、30（日） 

 

②アタッチメント・アカデミア名古屋校 

③一般社団法人日本アタッチメント 

育児協会 

℡052-265-6526

要申込

ＳＬ写生大会

①5/3（水）～ 5/5（金） 

10：00 ～ 15：00 

②蒲郡市博物館 

③蒲郡市博物館 

℡0533-68-1881

申込不要

【愛知学院大学】 

2023年度春学期オープンカレッジ

①5/8（月）～ 7/21（金） 

 
※詳細はリンク先にて

②愛知学院大学日進キャンパス 

③愛知学院大学社会連携センター 

オープンカレッジ係 

℡0561-73-1111

要申込

【愛知学院大学】 

 2023年度日進キャンパス春季公開講座

①5/13（土）～ 6/3（土）（毎週土曜） 

 
※詳細はリンク先にて

②愛知学院大学日進キャンパス 

③愛知学院大学研究推進・社会連携部 

社会連携課 

℡0561-73-1111

要申込

5月

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、

問合せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・イベントが中止ま

たは延期となる場合があります。必ず問合せ先にご確認のうえ、お出かけください。

講座・イベント情報
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胎教アドバイザー（R）資格講座 

～よい胎教で、幸せな家庭づくり～

①5/17（水）、5/24（水） 

9：00 ～ 14：00　 

②オンライン視聴 

③一般社団法人日本胎教協会 

℡070-1782-0223

要申込

【愛知学院大学】2023年度名城公園 

キャンパス春季公開講座

①5/25（木）～ 6/15（木）（毎週木曜） 

 

②愛知学院大学　名城公園キャンパス 

③愛知学院大学研究推進・社会連携部 

社会連携課 

℡0561-73-1111

要申込

【名古屋市歯科医師会附属歯科衛生士専門学校】 

オープンキャンパス（学校見学会）

①5/27（土） 

13：15 ～ 15：00 

②名古屋市歯科医師会附属 

歯科衛生士専門学校

③名古屋市歯科医師会附属 

歯科衛生士専門学校 

℡052-916-0221

要申込

胎教アドバイザー（R）資格講座　 

～よい胎教で、幸せな家庭づくり～

①6/7（水）、6/14（水） 

9：00 ～ 14：00　 

②オンライン視聴 

③一般社団法人日本胎教協会 

℡070-1782-0223

要申込

第2回探鳥会

①5/21（日） 

10：00 ～ 12：00  

②愛知県弥富野鳥園 

③愛知県弥富野鳥園 

℡0567-68-2338

申込不要

春のDAYキャンプ

①5/27（土） 

9：30 ～ 16：30 

②さがらの森 

③（公財）愛知県教育・スポーツ振興 

財団 

℡052-241-9101

要申込

第1回不登校理解講座（名古屋会場）

①6/6（火） 

10：00 ～ 12：00 

②愛知県教育会館

③（公財）愛知県教育・スポーツ振興 

財団　教育振興課「面接相談」担当 

℡052-242-1588

要申込

つくし学園しぜん農学校　サツマイモ定植農業

実習　キャリア教育　体験学習　探求学習

①6/16（金） 

 

②一般社団法人つくし学園 

③一般社団法人つくし学園 

℡0567-27-4433

要申込

6月

※�二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、

問合せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、掲載している講座・イベントが中止ま

たは延期となる場合があります。必ず問合せ先にご確認のうえ、お出かけください。

講座・イベント情報
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生涯学習地域連携講座

　県立学校との連携では、春日井商業高
校、半田商業高校、三谷水産高校と連携
し、学校の特色をいかした講座を開催し
ました。
　市町村・大学との連携では、蒲郡市（愛
知大学）、弥富市（名古屋女子大学）、大
口町（名古屋工業大学）と連携して、より
専門的な講座を開催しました。

家康の時代の蒲郡（蒲郡市）
　大ヒット中のNHK大河ドラマ「ど
うする家康」に先駆けたテーマで興味
津々、大好評でした�

愛
知
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

本
年
度
の
事
業
を
報
告
し
ま
す

※1月までの講座のご報告です

SDGsについて学ぼう� Let’sコオ
ロギクッキング～（半田商業高校）
　コオロギに注目した高校生が取り組む
SDGsを学びました。コオロギを使用し
たお菓子作りも！美味しくできました。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

家族の多様性と子育て支援
　多様化の進む家族のあり方、子育てに
ついて『こうあるべき』を押し付けない�
を講義とグループワークで学びました。

ボランティア等フォローアップ講座

読書ボランティアスキルアップ
　絵本の”絵”の効果を学び、紙芝居などの
実践に役立つ題材を選び実施。参加者の実
演も取り入れ楽しく学んだ2日間でした♪

ボランティア等フォローアップ講座

今から、取り組もう！防災講座
　在宅避難のポイントや避難に役立つア
プリを教えていただきました。その場で
スマホで試す受講者もちらほら�

生涯学習あいち県民講座

「蓬莱島」熱田の魅力を探る
　座学と現地学習で、太古のロマンに想
いを馳せました。古墳にも登りました�

生涯学習あいち県民講座

あいち歴史まちめぐり　「醸す」郷土史
を現在に伝える歴史的建造物をめぐる
　国重要文化財指定の小栗家住宅も拝観、
当主による解説で贅沢な講座になりました�

生涯学習あいち県民講座

スポーツ×ICT　スポーツにおけるデータ・テク
ノロジーの活用とその可能性

　オンライン開催で多数の方にご参加い
ただきました。スポーツとICTという新
たな試みに挑戦した講座でした。

生涯学習あいち県民講座

9/26
10/18
・

10/25

10/15
・

10/22

11/9
・

11/16

12/3 1/21

11/26
・
12/3

10/22



 
 

  
 

 

TEL 052-242-1588 (公財)愛知県教育・スポーツ振興財団   
〒460-0007名古屋市中区新栄一丁目 49番 10号  (愛知県教育会館２階） 

 

 
 

 

日本語等の基礎学習講座 日本語の基礎を学びたい方、生活に役立つ
簡単な国語や数学（算数）を学びたい方、
仲間と一緒に学びませんか 

◆対 象 者◆ 

 ◆会  場◆ 

◆ ◆ 

 ◆学ぶ内容◆ 

愛知県内在住の方、または
愛知県内在勤の方(国籍不
問)で 15歳以上の方 

愛知県教育会館 3階教室 

6月～2月週 1回(火または木) 
 

※募集開始は 5月初旬から 

日本語の基礎等、簡単な国語・数学(算数) 

◆募集定員◆ 

◆講  師◆ 

◆参 加 費◆ 

30名程度 

日本語教師有資格者、
教員免許状所持者 

無料(教材費等の実費は
個人負担) 

問
合
せ
先 

　様々な場面で属性問わず意欲と活躍の場を持てる、真の「男女共同参画社会づくり」を考えて
いくために、今号の特集では、誰にとっても想像しやすく関心のある「災害時の男女共同参画」
の場面を切りとって特集ページとしました。　私たちにできることがある！�一人一人が互いを
尊重し、主体的に地域活動に参画することが、

地域力の向上につながり、ひいては私たちの暮らしやすい社会を現実に
していくのだとあらためて気づくことができました。� （J.S）　

◎愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」
◎ステップアップスクールのご案内

編集後記

https：//www.manabi.pref.aichi.jp

パソコン用
サイトも
あります

生涯学習に役立つ様々な情報（講座・イベント、施設、講師、
ボランティア、教材等）を発信しています。
あなたも生涯学習情報満載の学びネットあいちを活用して、
様々な学びを体験してみませんか？

その他、情報誌「まなびぃあいち」
のバックナンバーや情報提供機関
の紹介など、様々な情報がご覧い
ただけます。

検索�をクリックすると、
「学びネットあいち」に
登録されている全ての
学習情報を見ることが
できます（項目ごとに表
示）。キーワードによる
絞り込みもできます。

学習情報検索

Web上で動画等の教材を
見ながら学習ができます。

学べるWe b教材

講座・イベント情報に登
録されている情報が表
示されています。カレン
ダーを使って、日にち別
の情報を調べることもで
きます。

今日のイベント

スマートフォン用
サイトはこちら

学びネットあいち

愛知県生涯学習情報システム

学びネットあいち
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おすすめ情報


